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令和4年6月定例会報告号

令和4年9月定例会の会期予定は9月22日（木）から10月14日（金）の日程で調整中です。正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。

主 な 内 容

◆6月定例会の動き
◆議決の概要
◆�「埼玉県性の多様性を尊重し
た社会づくり条例」を可決

◆�「埼玉県部落差別の解消の
推進に関する条例」を可決

2・3 面
◆一般質問
◆意見書

4・5 面
◆埼玉県議会議員名簿

6・7 面
◆委員会リポート
◆主要会派から

8 面
◆�議長・副議長に聞く
◆フォトコンテスト
　作品募集中！
◆県議会クイズ
◆Twitterフォロー
　キャンペーンを開催中

埼玉県立大宮光陵高等学校 3年生
奥戸 聖斗 様

プレゼント付き！

1 面

題字

県議会マスコット
「ポッポ」

知事提出議案について、知事から提案説明が行われ
ました。
提案された議案のうち、補正予算第１号については
急を要するため、同日中に常任委員会で審査が行わ
れ、委員長報告を経て、採決が行われました。

１５人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議が行わ
れました。
29日には知事追加提出議案について、知事から提案
説明が行われました。� （２・３面）

補正予算・条例などの議案および請願の審査などが
行われました。� （6面）

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われ
ました。

付託案件の審査が行われました。� （6面）

6月17日 開会日

6月17日・7月1日 常任委員会

7月7日 閉会日

7月4日・5日 特別委員会

6 月 定 例 会 の 動 き

6月23日・24日・
27日～29日 一般質問

議決の概要

第17回埼玉県議会フォトコンテスト　入選「一休み」
撮影者：沖舘 宏 様　　撮影場所：嵐山町

表紙
写真

採決の様子

●知事提出議案
●�令和4年度埼玉県一般会計補正予算（第1号）（急施）
　歳入歳出予算補正額　2億7,926万1千円
　�食費等の物価高騰等に直面する低所得のひとり親世帯に対する生活支援特別給付金支給に要す
る経費
●令和4年度埼玉県一般会計補正予算（第2号）
　歳入歳出予算補正額　24億7,049万円
　�原油価格や物価高騰の影響を受ける生活者および事業者に対する緊急支援、脱炭素社会に向け
た省エネ・再エネ設備投資の促進などに要する経費
●�令和4年度埼玉県一般会計補正予算（第3号）（追加提出）
　歳入歳出予算補正額　8億7,450万8千円
　�降ひょう被害を受けた農業者に対する農作物の回復や次期作等への支援および農業用生産施設
の復旧への支援に要する経費
●職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例
●埼玉県学校設置条例の一部を改正する条例
など16件を可決、そのほか1件を承認、9件に同意

●議員提出議案
●降ひょうによる被害に対する支援を求める意見書
●私立幼稚園教諭の処遇改善事業に係る負担割合の維持及び事業の継続を求める意見書
●保育士の人材確保及び処遇改善等を求める意見書
など12件を可決（うち条例2件、意見書10件）

6月17日（金）から7月7日（木）までの21日間
にわたり開かれました。

県議会の最新情報を発信します。

県議会公式
Twitter

議会だよりをスマホで見れます。

「埼玉県性の多様性を尊重した
社会づくり条例」を可決

「埼玉県部落差別の解消の
推進に関する条例」を可決
 「部落差別」とは、日本社会の歴史的過程

で形成された身分制度に由来する人権問題で
す。現在も県民の間に偏見や差別意識があ
り、部落差別を許さない強い姿勢を示す必要
があります。そこで、部落差別の解消に関し、
基本理念を定め、県、県民および事業者の責
務を明らかにするとともに、部落差別の解消
を総合的に推進するために必要な事項を定め
ることにより、部落差別の解消を推進し、部
落差別のない社会を実現するため、本条例が
議員提出され、賛成多数で可決されました。
（施行：令和4年7月8日）

　性的指向または性自認に関して、社会の不
合理や不平等を感じて生きている県民の方々
が相当数います。そこで、性の多様性を尊重
した社会づくりに関し、基本理念を定め、
県、県民および事業者の責務を明らかにする
とともに、性の多様性を尊重した社会づくり
に関する施策の基本となる事項を定めること
により、性の多様性を尊重した社会づくりに
関する取組を推進し、全ての人の人権が尊重
される社会を実現するため、本条例が議員提
出され、賛成多数で可決されました。
（施行：令和4年7月8日）
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エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
役
割
が
大
き
い

が
、
県
民
や
事
業
者
の
支
援
を
進

め
る
た
め
に
も
県
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
る
べ
き
。
現
在
の
原
発

や
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
の
か
。
そ
し
て
、

今
後
の
本
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

電
力
安
定
供
給
の
た
め
、
蓄

電
池
や
系
統
と
の
連
携
、
多

様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
な
ど

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
施
策
の
展
開

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
的
利
用
と
脱
炭
素
化

と
の
両
立
に
向
け
、
徹
底
し
た
省

エ
ネ
や
再
エ
ネ
の
導
入
促
進
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
な
ど
を
一

体
的
に
進
め
て
い
く
。

少
子
化
に
よ
る
部
活
動
存
続

危
機
や
教
員
負
担
軽
減
な
ど

の
課
題
解
決
の
た
め
、
部
活
動
指

導
を
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
へ
委
ね

る
地
域
移
行
が
国
の
有
識
者
会
議

で
提
言
さ
れ
た
。
提
言
で
は
来
年

度
か
ら
改
革
集
中
期
間
と
な
り
、

２
０
２
５
年
度
末
ま
で
の
達
成
を

目
標
と
す
る
。
県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に

向
け
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

白
岡
市
、
今
年
度
か
ら
戸
田
市
で

実
践
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
や

課
題
に
つ
い
て
他
の
市
町
村
に
も

情
報
提
供
し
て
い
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
庁
内
に
「
部
活

動
地
域
移
行
推
進
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
円
滑
な
地
域
移
行
に
向

け
て
取
り
組
む
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
、
飲
食
店
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
自
粛
要
請
を
疑
問

に
思
う
方
も
多
く
い
る
。
こ
れ
ま

で
蓄
積
さ
れ
た
多
く
の
感
染
症
デ

ー
タ
か
ら
、
自
粛
の
有
無
に
よ
り

感
染
者
数
や
死
亡
者
数
に
何
名
の

差
が
出
る
と
い
っ
た
数
字
的
根
拠

に
基
づ
い
た
自
粛
要
請
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

感
染
症
拡
大
防
止
に
デ
ー
タ

の
蓄
積
と
活
用
は
重
要
だ

が
、
数
字
の
み
で
感
染
状
況
を
想

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
自
粛
要

請
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
や
社
会
の
状
況
、
専
門
家

の
ご
意
見
や
変
異
株
の
特
性
な
ど

最
新
の
情
報
も
併
せ
、
国
策
定
の

基
本
的
対
処
方
針
を
踏
ま
え
総
合

的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
工
呼
吸
器
な
ど
が
必
要
な

重
い
難
病
患
者
の
方
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
家
族
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
べ
き
。

知
事
公
約
に
あ
る
「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
」の
一
事
例
と
し
て
、

支
援
強
化
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。ま
た
、患
者
と
そ
の
家
族
が
よ

り
安
心
で
き
る
よ
う
一
時
入
院
を

受
け
入
れ
る
病
院
を
増
や
す
べ
き
。

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き

な
い
児
童
な
ど
も
多
く
、
母
親
に

負
担
が
集
中
し
て
い
る
。
県
立
特

別
支
援
学
校
へ
の
支
援
体
制
を
充

実
し
、
付
き
添
い
無
し
で
登
校
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
。ま
た
、福
祉
、

医
療
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
県
一
体
で
教
育
環
境
の
整
備

に
取
り
組
む
べ
き
。

県
で
は
、
人
工
呼
吸
器
の
管

理
の
た
め
、
診
療
報
酬
で
定

め
ら
れ
た
回
数
を
超
え
る
訪
問
看

護
費
用
を
全
額
負
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
軽

減
を
目
的
と
し
た
一
時
入
院
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
受
け
入
れ
医
療
機
関
が
２
カ

所
増
え
、
県
内
20
医
療
機
関
で
こ

う
し
た
入
院
が
可
能
と
な
っ
た
。

医
療
的
ケ
ア
を
担
う
看
護
職

員
を
増
員
し
た
ほ
か
、
教
員

が
認
定
を
受
け
特
定
の
ケ
ア
を
行

っ
て
い
る
。
国
に
教
員
定
数
改
善

を
求
め
つ
つ
、
さ
ら
な
る
体
制
充

実
に
取
り
組
む
。
付
き
添
い
無
し

で
登
校
で
き
る
検
討
も
進
め
る
。

今
後
設
置
す
る
「
医
療
的
ケ
ア
児

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し
着
実

な
教
育
環
境
整
備
に
努
め
る
。

環境

教育

保健・医療

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
自
粛
要
請

県
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に

つ
い
て

難
病
で
苦
し
む
患
者
へ
の
支
援

難
病
患
者
へ
の
支
援
の
強
化
に

つ
い
て

本
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

方
向
性
に
つ
い
て

公
立
中
学
校
の
運
動
部
活
動

改
革

県
の
対
応
に
つ
い
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
脚

光
を
浴
び
普
及
し
た
太
陽
光

発
電
だ
が
、
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
高
額
。
ま
た
、
埋
め
立
て
廃

棄
は
有
害
物
質
が
染
み
出
す
危
惧

が
あ
る
。
県
は
パ
ネ
ル
の
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。
ま
た
、
最
近
、
フ
ィ
ル

ム
型
の
太
陽
電
池
が
開
発
さ
れ
て

い
る
が
補
助
の
対
象
と
な
る
の
か
。

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
で

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
効
率
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
や
銀
回
収
の
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
県
で
は
、

パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
、産
廃
事
業
者
、

研
究
機
関
な
ど
と
協
議
会
を
設
置

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
体
制
整
備

を
進
め
て
い
る
。
フ
ィ
ル
ム
型
太

陽
電
池
も
要
件
を
満
た
せ
ば
補
助

対
象
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ 太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
世
帯
の
７
世
帯
に

１
世
帯
は
父
子
家
庭
。
し
か

し
、
各
市
町
村
で
は
女
性
目
線
で

の
支
援
や
女
性
が
利
用
し
や
す
い

も
の
が
多
い
。
ひ
と
り
親
家
庭
は

母
子
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
父
子

家
庭
が
必
要
と
す
る
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
市
町
村
と
連
携
し
て
支
援

を
充
実
し
利
用
し
や
す
く
す
べ
き

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
は
、

平
成
26
年
の
法
改
正
に
よ
り

父
子
家
庭
も
対
象
と
な
っ
た
。
近

く
公
表
さ
れ
る
国
の
ひ
と
り
親
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
父
子
家
庭
の
支
援
に
つ
な

げ
る
。
併
せ
て
市
町
村
と
連
携

し
、
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
が
気
軽

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

広
報
を
工
夫
し
て
い
く
。

埼
玉
県
手
話
言
語
条
例
に
は

「
手
話
に
よ
る
文
化
芸
術
活

動
の
振
興
」
と
い
う
他
で
は
見
な

い
先
進
的
な
条
文
が
あ
る
。
本
年

３
月
東
松
山
市
で
舞
台
手
話
通
訳

者
を
配
し
た
わ
が
国
初
の
音
楽
劇

が
行
わ
れ
、
大
変
好
評
を
得
た
。

障
害
者
が
見
に
行
く
こ
と
を
諦
め

な
い
よ
う
に
す
る
鑑
賞
機
会
の
拡

大
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

文
化
芸
術
を
見
ら
れ
る
環
境

整
備
は
重
要
。
し
か
し
、
一
般
的

に
文
化
芸
術
を
鑑
賞
す
る
際
の
障

害
者
へ
の
配
慮
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。
文
化
芸
術
関
連
の
事
業
者

や
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
、
鑑
賞

時
の
手
話
や
音
声
、
文
字
な
ど
に

よ
る
説
明
や
鑑
賞
し
や
す
い
環
境

整
備
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

福祉

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

障
害
の
あ
る
子
も
無
い
子
も

一
緒
に
楽
し
く
遊
べ
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
。
県
営
公
園
で

も
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
導
入
の

動
き
が
あ
り
う
れ
し
く
思
う
。
そ

こ
で
今
後
の
整
備
方
針
・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。
ま
た
、
調
査
で

は
利
用
に
不
安
を
持
つ
方
も
い
る
。

利
用
者
、
専
門
家
な
ど
と
連
携
が

必
要
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

遊
具
の
更
新
は
計
画
的
に
実

施
し
て
お
り
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
導
入
は
、
先
行
導
入
す

る
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
、
熊
谷

ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
の
利
用
状
況

や
課
題
、
県
内
の
バ
ラ
ン
ス
や
ニ

ー
ズ
を
考
慮
し
検
討
す
る
。
ま

た
、
利
用
者
の
声
や
専
門
家
の
意

見
を
広
く
伺
い
、
利
用
が
進
む
方

策
を
講
じ
て
い
く
。

まちづくり

Ａ Ｑ

国
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
子
ど

も
の
頃
に
家
族
で
投
票
所
に

行
っ
た
人
は
、
そ
う
で
な
い
人
よ

り
将
来
の
投
票
率
が
20
ポ
イ
ン
ト

以
上
高
い
。
来
年
度
の
県
議
会
議

員
選
挙
や
知
事
選
挙
な
ど
を
視
野

に
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
と

連
携
し
、
家
族
で
選
挙
に
訪
れ
る

こ
と
を
広
報
な
ど
に
よ
っ
て
推
奨

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

平
成
28
年
の
法
改
正
に
よ
り
、

同
伴
が
幼
児
か
ら
18
歳
未
満

の
者
に
拡
大
さ
れ
た
。
親
子
で
投

票
所
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
将
来
の

高
い
投
票
率
に
つ
な
が
り
、
主
権

者
教
育
の
面
で
良
い
結
果
を
も
た

ら
す
と
考
え
る
。
来
年
度
の
選
挙

を
見
据
え
、
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
と
も
連
携
し
、
啓
発
活
動
に

取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

選挙

Ａ Ｑ 選
挙
を
よ
り
身
近
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

家
族
で
選
挙
に
訪
れ
る
こ
と
を
推
奨
す
る
こ

と
に
つ
い
て

障
害
者
の
文
化
芸
術
鑑
賞
機

会
の
充
実
に
つ
い
て

シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
へ
の
支
援
の
充
実
を

必
要
と
す
る
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
く

す
る
こ
と
に
つ
い
て

公
園
の
魅
力
づ
く
り

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の

今
後
に
つ
い
て

6月定例会の一般質問は、
６月23日から行われました。
15人の議員が質疑・質問を行
い、活発な論議が行われました。

6月23日（木曜日）

井上　航
（県民）

日下部伸三
（自民）

水村篤弘
（民主フォーラム）

6月24日（金曜日）

蒲生徳明
（公明）

高橋稔裕
（自民）

秋山もえ
（共産党）

6月27日（月曜日）

岡村ゆり子
（県民）

逢澤圭一郎
（自民）

髙木功介
（自民）

一般質問



3

令和4年（2022年）8月 6日（土）　埼玉県議会だよりNo．170

令
和
３
年
10
月
の
条
例
施
行

で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
歩

く
人
は
減
少
し
て
き
た
。
さ
ら
に

減
少
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
取
り

組
み
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

歩
く
人
の
た
め
に
右
側
を
空
け
る

慣
習
を
な
く
す
た
め
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く

右
側
に
立
ち
止
ま
れ
る
状
況
を
作

る
取
り
組
み
な
ど
を
鉄
道
事
業
者

の
協
力
の
下
で
推
進
す
る
べ
き
。

身
体
が
不
自
由
な
方
へ
の
配

慮
や
輸
送
効
率
の
点
か
ら

も
、
左
右
両
側
に
立
ち
止
ま
る
よ

う
行
動
変
容
を
促
す
取
り
組
み
が

重
要
。
新
た
に
鉄
道
事
業
者
と
の

意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
利
用
者

に
左
右
両
側
に
立
ち
止
ま
っ
て
も

ら
う
た
め
の
視
覚
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

令
和
４
年
６
月
２
日
、
３
日

の
降
ひ
ょ
う
で
、
県
北
お
よ

び
東
部
地
域
を
中
心
に
22
市
町
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
農
業
は

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
被
災

農
家
で
は
収
入
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ

に
な
り
、
補
償
が
な
い
と
農
業
が

継
続
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
返

済
が
必
要
な
融
資
以
外
の
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
回
の
降
ひ
ょ
う
を
条
例
に

基
づ
く
特
別
災
害
に
指
定
し

た
。
こ
の
指
定
に
よ
り
、
生
育
回

復
に
必
要
な
肥
料
や
農
薬
な
ど
の

購
入
費
に
つ
い
て
、
県
と
市
町
で

補
助
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
寄
り
添

い
、
補
助
や
融
資
、
個
別
指
導
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
営
農
を

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

国
際
的
に
比
較
す
る
と
、
私

た
ち
が
過
疎
と
思
っ
て
い
た

場
所
が
人
間
的
に
快
適
に
暮
ら
せ

る
「
適
疎
」
で
あ
る
と
い
う
視
点

が
あ
る
。
こ
の
視
点
を
重
視
し
た

県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
本
県
の
「
適
疎
」
の
豊
か

な
環
境
の
中
で
働
き
、
暮
ら
す
と

い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
焦
点
を
当

て
て
は
ど
う
か
。
見
解
を
伺
う
。

移
住
イ
ベ
ン
ト
や
新
た
な
移

住
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築

を
行
い
、「
適
疎
」
の
考
え
方
を

前
面
に
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

い
く
。
ま
た
「
適
疎
」
の
魅
力
を

生
徒
に
伝
え
、
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
は
重
要
な
観
点
と
考
え
る
。

世
界
を
相
手
に
活
躍
す
る
県
民
の

講
演
な
ど
、
埼
玉
で
暮
ら
し
働
く

こ
と
を
意
識
し
た
教
育
を
行
う
。

活力アップ

農業

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

その他の主な質疑・質問

●�ふじみ野市の在宅診療の医師が射殺された事件について　銃の所持者に
対するチェック体制が機能していたのか
●知事肝煎りの『政策条例』を制定することについて
●�所沢市の保健所設置を後押しするために
●�県内の移動の自由を考える　高齢者などの移動手段の確保について
●�部活動の在り方　高校入試における部活動の評価について
●�いよいよ待ったなしの気候危機対策、ラストランナー回避を　温暖化対
策実行計画の見直しについて
●�発達障害児の支援について　中核発達支援センターにおける初診の待機
対策
●�さらなるひきこもり支援を行えるよう県として実態調査をしてはいかが
か
●�埼玉の都市防衛対策について
●�ウクライナ人道支援に対する決意について
●�知事任期残り1年を前に、公約の進捗状況は　現時点における評価は
●�県教育委員会の教職員配置の充実　県費負担教職員の配置について
●�災害から命を守る取り組みの推進　帰宅困難者対策について　一時滞在
施設や備蓄の確保状況
●�埼玉県の米作政策　世界から注目される米粉について
●�八ッ場ダム完成後の利根川流域の治水・利水対策について

※　ＤＭＯ
　�　観光地域づくり法人（ＤＭＯ）とは、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への
誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりのかじ取り役。多
様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するた
めの戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人。

用 語 解 説

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。こちらからアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください!!

県議会マスコット「ポッポ」

富
士
山
噴
火
の
降
灰
に
よ
り
、

交
通
機
関
や
水
道
、
電
気
な

ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
が
想
定

さ
れ
る
。
埼
玉
県
地
域
防
災
計
画

に
お
け
る
対
策
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進

む
現
在
に
は
即
し
な
い
降
灰
対
策

で
、
震
災
と
の
連
動
に
つ
い
て
の

想
定
も
欠
け
て
い
る
。
噴
火
や
降

灰
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

県
で
は
「
噴
火
・
降
灰
対
策

に
関
す
る
行
動
指
針
」
を
策

定
し
、
行
政
機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
事
業
者
と
共
有
す
る
な
ど
火
山

災
害
に
備
え
て
い
る
。
今
後
の
国

の
動
向
も
踏
ま
え
、
関
係
部
局
と

具
体
的
な
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
噴
火
と
地
震
が
連
動

し
て
発
生
し
た
場
合
に
も
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

災害対策

Ａ Ｑ 火
山
災
害
に
対
す
る

取
り
組
み

魅
力
あ
る
埼
玉

「
適て

き

疎そ

」の
視
点
を
重
視
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
災
農
家

へ
迅
速
か
つ
有
効
な
支
援
を

被
災
農
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

Ａ Ｑ エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
安
全
利

用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

安心・安全

観
光
は
「
顧
客
に
刺
さ
る
」

特
徴
的
な
魅
力
を
創
り
出
す

こ
と
が
重
要
。
顧
客
目
線
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
※
）
の
観
光
戦
略
で
熱
狂
的

な
顧
客
を
獲
得
で
き
れ
ば
、
ブ
ラ

ン
ド
力
や
付
加
価
値
を
得
ら
れ

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
大
阪
観
光
局
を
参
考
に
、

埼
玉
県
物
産
観
光
協
会
の
抜
本
的

な
組
織
改
革
を
働
き
掛
け
る
べ
き
。

顧
客
に
刺
さ
る
尖
っ
た
取
り

組
み
に
は
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア

や
機
動
的
な
対
応
に
加
え
、
関
係

者
を
巻
き
込
み
目
標
に
向
か
う
調

整
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
。

県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
参
加

す
る
「
県
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
会
議
」
を
設
け
、
県
物
産
観

光
協
会
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
自
立
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

今
後
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

顧
客
に
刺
さ
る
観
光
施
策
の

推
進

6月28日（火曜日）

八子朋弘
（県民）

関根信明
（自民）

木下博信
（自民）

6月29日（水曜日）

浅井　明
（自民）

藤井健志
（自民）

梅澤佳一
（自民）本会議の様子

一般質問の質疑質
問・答弁の全文は
こちらからご覧に
なれます。▶

ホームページで
ご覧になれます

意見書
意見書１０件を可決し、国に提出しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）
●降ひょうによる被害に対する支援を求める意見書
●�私立幼稚園教諭の処遇改善事業に係る負担割合の維持及び事業の継
続を求める意見書
●保育士の人材確保及び処遇改善等を求める意見書
●北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国を求める意見書
●警察官の増員を求める意見書
●警察車両の充実強化を求める意見書
●物価高騰対策強化を求める意見書
○衆議院小選挙区選出議員の選挙区の改定案に関する意見書
○国民の祝日「海の日」の7月20日への固定化を求める意見書
○緊急事態に関する国会審議等を求める意見書

Ａ Ｑ

県議会を傍聴しませんか
●�県議会議事堂4階の傍聴者受付
で手続きをしていただければ傍
聴ができます。本会議の傍聴席
は216席、各委員会の傍聴席は
20席です。
●�定例会の会期予定は変更される
場合がありますので、傍聴の際
には、お手数ですが議会事務局
議事課にお問い合わせください。

　詳しくは、
　ホームページを
　ご覧ください。▶

お問い合わせ先　県議会事務局議事課　☎048-830-6238
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南第21区 朝霞市（定数2） 南第19区 蕨市（定数1）

東第4区 久喜市（定数2） 東第3区 加須市（定数2）

東第8区 越谷市（定数4）

南第2区 川口市（定数7）

南第6区 さいたま市見沼区（定数2）

南第1区 草加市（定数3）

南第5区 さいたま市大宮区（定数1）

南第11区 さいたま市緑区（定数1）

南第4区 さいたま市北区（定数2）

南第13区 上尾市・伊奈町（定数3） 南第12区 さいたま市岩槻区（定数1）

南第20区 戸田市（定数2） 南第18区 新座市（定数2）

西第2区 入間市（定数2）西第3区 飯能市（定数1）西第4区 狭山市（定数2）

西第11区 鶴ヶ島市（定数1） 西第10区 坂戸市（定数1） 西第9区 毛呂山町・越生町・
鳩山町（定数1） 西第8区 日高市（定数1） 西第7区 川越市（定数4）

北第4区 深谷市・美里町・寄居町（定数3） 北第3区 本庄市・神川町・上里町（定数2）

会派別所属議員数
会派名（略称） 議員数

埼玉県議会自由民主党議員団（自民） 49人
無所属県民会議（県民） 12人
埼玉県議会公明党議員団（公明） 9人
埼玉民主フォーラム（民主フォーラム） 8人
日本共産党埼玉県議会議員団（共産党） 6人
無所属改革の会（改革） 1人
無所属 1人

計 86人
（欠員7人）

令和4年7月28日現在

村む
ら
お
か岡

　
正ま

さ
つ
ぐ嗣

共
産
党

環
境
農
林
委
員 

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

本も
と
き木

　
　

自
民

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
副
委
員
長

町ま
ち
だ田

　
皇こ

う
す
け介

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
土
都
市
整
備
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

江え
は
ら原

久く

み

こ

美
子

県
民

文
教
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

長な
が
み
ね峰

　
宏ひ

ろ
よ
し芳

自
民

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

醍だ
い
ご醐

　
　
清き

よ
し

県
民

県
土
都
市
整
備
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

石い
し
か
わ川

　
忠た

だ
よ
し義

県
民

産
業
労
働
企
業
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

辻つ
じ

　
　
浩こ

う
じ司

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

総
務
県
民
生
活
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

萩は
ぎ
わ
ら原

　
一か

ず
ひ
さ寿

公
明

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

中な
か
が
わ川

　
　
浩ひ

ろ
し

改
革

県
土
都
市
整
備
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

石い
し
わ
た
り渡

　
　
豊ゆ

た
か

公
明

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

小お
が
わ川

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

環
境
農
林
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

監
査
委
員

田た
む
ら村

　
琢た

く
み実

自
民

議
会
運
営
委
員

企
画
財
政
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

小お
が
わ川

　
直た

だ
し志

自
民

環
境
農
林
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

金こ
ん
の野

　
桃も

も
こ子

県
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

千ち

ば葉
　
達た

つ
や也

自
民

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

浅あ
さ
い井

　
　
明あ

き
ら

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

内う
ち
ぬ
ま沼

　
博ひ

ろ
し史

自
民

文
教
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
副
委
員
長

秋あ
き
や
ま山

　
も
え

共
産
党

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

飯い
い
づ
か塚

　
俊と

し
ひ
こ彦

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員
長

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

藤ふ
じ
い井

　
健た

け
し志

自
民

企
画
財
政
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

武た
け
う
ち内

　
政ま

さ
ふ
み文

自
民

副
議
長

県
土
都
市
整
備
委
員

細ほ
そ
だ田

　
善よ

し
の
り則

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
副
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

高た
か
は
し橋

　
稔と

し
ひ
ろ裕

自
民

福
祉
保
健
医
療
副
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

山や
ま
も
と本

　
正ま

さ
の乃

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
教
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

蒲が
も
う生

　
徳の

り
あ
き明

公
明

文
教
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

小こ
じ
ま島

　
信の

ぶ
あ
き昭

自
民

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

関せ
き
ね根

　
信の

ぶ
あ
き明

自
民

企
画
財
政
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

小こ

や

の

谷
野
五い

つ
お雄

自
民

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

須す

が賀
　
敬た

か
し史

自
民

議
会
運
営
委
員

文
教
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

木き
の
し
た下

　
博ひ

ろ
の
ぶ信

自
民

環
境
農
林
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

齊さ
い
と
う藤

　
正ま

さ
あ
き明

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

高た
か
は
し橋

　
政ま

さ
お雄

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

安あ
ん
ど
う藤

　
友と

も
き貴

公
明

県
土
都
市
整
備
副
委
員
長

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

［選挙区図］

●北選挙区

●西選挙区

●東選挙区

●南選挙区

議
員
名
簿

欠
員

欠
員

し
げ
る

欠
員

欠
員

欠
員

定
数
93・
選
挙
区（
52
）別

立
候
補
届
け
出
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
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令和4年（2022年）8月 6日（土）　埼玉県議会だよりNo．170

南第3区 さいたま市西区（定数1）

南第18区 新座市（定数2）

北第3区 本庄市・神川町・上里町（定数2） 北第2区 横瀬町・皆野町・長瀞町・
小鹿野町・東秩父村（定数1）

南第17区 志木市（定数1） 南第15区 北本市（定数1）

南第22区 和光市（定数1）

西第6区 富士見市（定数1）

北第1区 秩父市（定数1）

西第5区 ふじみ野市・三芳町（定数2）

西第12区 東松山市・川島町・吉見町（定数2）

南第10区 さいたま市南区（定数2） 南第9区 さいたま市浦和区（定数2）

南第16区 鴻巣市（定数2）

南第2区 川口市（定数7）

南第8区 さいたま市桜区（定数1） 南第7区 さいたま市中央区（定数1）

南第14区 桶川市（定数1）

南第21区 朝霞市（定数2）西第1区 所沢市（定数4）

西第7区 川越市（定数4）

西第13区 滑川町・嵐山町・
小川町・ときがわ町（定数1）

東第2区 羽生市（定数1） 東第1区 行田市（定数1） 北第5区 熊谷市（定数3） 北第4区 深谷市・美里町・寄居町（定数3）

東第7区 春日部市（定数3） 東第6区 白岡市・宮代町（定数1） 東第5区 蓮田市（定数1）

東第9区 八潮市（定数1）

東第4区 久喜市（定数2）

東第8区 越谷市（定数4）東第12区 吉川市・松伏町（定数1） 東第11区 幸手市・杉戸町（定数1） 東第10区 三郷市（定数2）

日く

さ

か

べ

下
部
伸の

ぶ
み三

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員
長

木き
む
ら村

　
勇い

さ
お夫

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

平ひ
ら
ま
つ松

　
大だ

い
す
け佑

県
民

産
業
労
働
企
業
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

岡お
か
だ田

　
静し

ず
か佳

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
副
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

齊さ
い
と
う藤

　
邦く

に
あ
き明

自
民

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員
長

諸も
ろ
い井

　
真ま

さ
ひ
で英

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

図
書
室
委
員

秋あ
き
や
ま山

　
文ふ

み
か
ず和

共
産
党

議
会
運
営
委
員

文
教
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

松ま
つ
ざ
わ澤

　
　
正た

だ
し

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員
長

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

塩し
お
の野

　
正ま

さ
ゆ
き行

公
明

福
祉
保
健
医
療
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

宮み
や
ざ
き崎

栄え
い
じ
ろ
う

治
郎

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

鈴す
ず
き木

　
正ま

さ
と人

県
民

文
教
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

水み
ず
む
ら村

　
篤あ

つ
ひ
ろ弘

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

守も
り
や屋

　
裕ひ

ろ
こ子

共
産
党

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

阿あ

さ

み

左
美
健け

ん
じ司

自
民

文
教
副
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

柿か
き
ぬ
ま沼

　
貴た

か
し志

県
民

環
境
農
林
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

白し
ら
と土

　
幸ゆ

き
ひ
と仁

自
民

議
会
運
営
委
員
長

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

吉き

ら良
　
英ひ

で
と
し敏

自
民

文
教
委
員
長

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
副
委
員
長

立た
て
い
し石

　
泰や

す
ひ
ろ広

自
民

議
会
運
営
委
員

総
務
県
民
生
活
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
長

浅あ

さ

の

め

野
目
義よ

し
ひ
で英

無
所
属

県
土
都
市
整
備
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

西に
し
や
ま山

　
淳じ

ゅ
ん
じ次

公
明

福
祉
保
健
医
療
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

山や
ま
ね根

　
史ふ

み
こ子

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
運
営
委
員

産
業
労
働
企
業
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

新あ
ら
い井

　
　
豪ご

う

自
民

文
教
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

監
査
委
員

権ご
ん
も
り守

　
幸ゆ

き
お男

公
明

議
会
運
営
副
委
員
長

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
副
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

逢あ
い
ざ
わ澤

圭け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

企
画
財
政
副
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

岡お
か
む
ら村

ゆ
り
子こ

県
民

総
務
県
民
生
活
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

髙た
か
ぎ木

　
功こ

う
す
け介

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

中な
か
や
し
き

屋
敷
慎し

ん
い
ち一

自
民

議
長

文
教
委
員

柳や
ぎ
し
た下

　
礼れ

い
こ子

共
産
党

総
務
県
民
生
活
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

図
書
室
委
員

八や

こ子
　
朋と

も
ひ
ろ弘

県
民

企
画
財
政
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

小こ

く

ぼ

久
保
憲け

ん
い
ち一

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

田た
な
み並

　
尚ひ

さ
あ
き明

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
祉
保
健
医
療
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

岡お
か

　
　
重し

げ
お夫

県
民

総
務
県
民
生
活
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

美み

た田
　
宗む

ね
あ
き亮

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

白し
ら
ね根

　
大だ

い
す
け輔

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
財
政
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

荒あ
ら
き木

　
裕ゆ

う
す
け介

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員
長

新あ
ら
い井

　
一か

ず
の
り徳

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

井い
の
う
え上

　
　
航わ

た
る

県
民

議
会
運
営
委
員

企
画
財
政
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

渡わ
た
な
べ辺

　
　
大だ

い

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

横よ
こ
か
わ川

　
雅ま

さ
や也

自
民

議
会
運
営
副
委
員
長

産
業
労
働
企
業
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
副
委
員
長

杉す
ぎ
た田

　
茂し

げ
み実

自
民

総
務
県
民
生
活
副
委
員
長

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

石い
し
か
わ川

　
誠せ

い
じ司

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

宇う

だ

が

わ

田
川
幸ゆ

き
お夫

自
民

議
会
運
営
委
員

企
画
財
政
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
副
委
員
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

永な
が
せ瀬

　
秀ひ

で
き樹

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
副
委
員
長

図
書
室
委
員
長

宮み
や
ざ
き﨑

　
吾ご

い
ち一

自
民

産
業
労
働
企
業
副
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

岡お
か
ち地

　
　
優ま

さ
る

自
民

環
境
農
林
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

松ま
つ
い井

　
　
弘ひ

ろ
し

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

前ま
え
は
ら原

か
づ
え

共
産
党

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

松ま
つ
ざ
か坂

　
喜よ

し
ひ
ろ浩

県
民

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

神か
み
お尾

　
髙た

か
よ
し善

自
民

環
境
農
林
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

梅う
め
ざ
わ澤

　
佳よ

し
か
ず一

自
民

議
会
運
営
委
員

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

橋は
し
づ
め詰

　
昌し

ょ
う
じ児

公
明

警
察
危
機
管
理
防
災
副
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員

欠
員

深ふ
か
や谷

　
顕け

ん
じ史

公
明

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
副
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

図
書
室
委
員

欠
員
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埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから 埼玉県議会

埼玉県議会議員補
欠選挙（東第5区 蓮田
市）により、令和4年5
月16日に新議員が選出
されました。 石川　誠司

（自民）

新議員決まる

学
校
給
食
の
な
い
夏
休
み

中
、
子
供
の
生
活
に
不
安
を

抱
い
て
い
る
保
護
者
の
た
め
に
、
支

援
事
業
に
つ
い
て
速
や
か
に
漏
れ
の

な
い
よ
う
周
知
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。記

者
発
表
や
県
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

加
え
、
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
、
子
ど
も
食
堂
を
利

用
す
る
子
供
た
ち
に
案
内
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
周
知
し
て
い
く
。

財
源
は
財
政
調
整
基
金
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、

今
後
臨
時
交
付
金
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
、
財
政
調
整
基
金

に
積
み
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
災
害

に
よ
り
生
じ
た
経
費
の
財
源

と
し
て
処
分
で
き
る
財
政
調
整
基
金

を
活
用
し
た
。
今
後
交
付
金
の
活
用

な
ど
財
源
の
振
り
替
え
が
で
き
る
場

合
は
積
み
戻
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

原
油
価
格
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
創
設
す
る
緊
急
対
策
枠

に
つ
い
て
、
速
や
か
な
周
知
が
必
要

だ
が
、
事
業
の
効
果
を
得
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
、
業
界
団
体
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
を
す
る
。
ま
た
新
た
に
、

商
工
会
議
所
等
の
経
営
相
談
で
Ｐ
Ｒ

し
て
も
ら
う
な
ど
、
直
接
中
小
企
業

に
訴
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
給
食
費
な
ど
の
物
価
高

騰
相
当
額
を
補
助
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度
の
物
価
高
騰

ま
で
対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
物

価
高
騰
が
長
期
化
し
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

15
％
ま
で
の
物
価
高
騰
に
対

応
で
き
る
。
物
価
高
騰
が
長

期
化
し
た
場
合
、
国
は
総
合
的
な
対

策
を
講
じ
る
と
し
て
お
り
、
国
の
動

向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
バ
ス
事
業
者
に
着
目
し

支
援
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
支
援
は
い
つ
開
始
す
る
の
か
。

観
光
バ
ス
の
稼
働
率
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

前
の
37
・
７
％
と
回
復
が
遅
れ
、
燃

料
価
格
高
騰
で
収
益
を
上
げ
に
く

い
。
観
光
需
要
の
喚
起
、
事
業
者
の

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
支
援
と
な
っ

た
。
７
月
中
に
受
付
開
始
、
８
月
か

ら
補
助
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
家
賃
滞
納
者
に

対
す
る
住
宅
の
明
け
渡
し
お

よ
び
滞
納
家
賃
な
ど
請
求
訴
訟
に
つ

い
て
、ど
ん
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

令
和
3
年
度
に
お
け
る
6
か

月
以
上
の
滞
納
者
は
、
ピ
ー

新
た
に
開
設
す
る
児
玉
高
校
、

飯
能
高
校
の
特
色
を
伺
う
。

児
玉
高
校
は
普
通
科
、
農
業

科
、
工
業
科
を
併
置
す
る
県

内
初
の
高
校
。
３
科
の
生
徒
が
共
通

の
課
題
に
取
り
組
み
、
考
え
を
深
め

合
っ
て
成
長
が
期
待
で
き
る
。
飯
能

高
校
は
単
位
制
を
導
入
し
、
大
学
進

学
を
中
心
と
し
た
生
徒
た
ち
の
進
路

希
望
に
応
じ
た
多
様
な
選
択
授
業
を

展
開
す
る
。

立
て
こ
も
り
事
件
の
再
発
防

止
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に

検
証
し
て
い
る
の
か
。

防
犯
上
の
課
題
と
し
て
、
外

部
か
ら
視
認
性
が
低
い
、
夜

間
の
従
業
員
が
少
な
い
、
店
舗
に
よ

る
防
犯
意
識
の
差
な
ど
が
認
め
ら
れ

る
。
自
主
的
な
防
犯
対
策
を
強
力
に

支
援
し
、
関
係
機
関
、
事
業
者
な
ど

と
の
連
携
・
支
援
に
よ
り
、
不
断
に

再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

災害に強い県土づくりにつ
いて審査

第6波における感染症対策
の検証と今後の体制構築につ
いて審査

新型コロナウイルス感染症
対策特別委員会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

特別委員会 常 任 委 員 会

河川の水質保全の推進につ
いて審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

ＱＡ

令
和
４
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

降
ひ
ょ
う
の
被
害
者
支
援
に

つ
い
て

令
和
４
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

観
光
関
連
事
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

令
和
４
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

中
小
企
業
等
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
支
援
事
業
費

令
和
４
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

夏
休
み
期
間
に
子
供
の
食
事
等

を
確
保
す
る
支
援
に
つ
い
て

企
画
財
政
委
員
会

ＱＡ

令
和
４
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

物
価
高
騰
に
お
け
る
私
立
学
校

へ
の
補
助
に
つ
い
て

総
務
県
民
生
活
委
員
会

ＱＡ

環
境
農
林
委
員
会

ＱＡ

産
業
労
働
企
業
委
員
会

ＱＡ

県
土
都
市
整
備
委
員
会

ＱＡ

文
教
委
員
会

ＱＡ

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

ＱＡ

地方分権改革および魅力あ
る地域づくりについて審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

県の公社指導について、
（公財）埼玉県産業振興公社、
（公財）埼玉県公園緑地協会、
埼玉県住宅供給公社における
改革の取り組みについて審査

公社事業対策特別委員会

障害者の自立支援について
審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

埼玉県経済の動向と経済・
雇用対策について審査

経済・雇用対策特別委員会

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

教育改革について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

県
営
住
宅
の
明
け
渡
し
お
よ
び

滞
納
家
賃
な
ど
請
求
事
件
に
関
す

る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に

お
け
る
防
犯
上
の
課
題
や
予
防

策
に
つ
い
て

６月１７日、7月1日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案の審査などを行いました。審
査の結果、議案１９件を原案の通り可決・承認すべきものと決定しました。また、請願2件を不採択
とすべきものと決定しました。

7月4日、5日には特別委員会を開き、付託案件の審査を行いました。

6月10日と定例会中の4日間 、会議を開き、本会議を円滑かつ効率的
に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法や順序など
について会派間の協議を行いました。

委員会リポート report

議会運営委員会
横川雅也
副委員長

白土幸仁
委員長

権守幸男
副委員長

　親しみのある県議会づくりを進めるためプロモ
ーション動画「議事堂探検隊」を作成し、動画配
信サイトYouTubeで配信しています。「議事堂
探検隊」が議事堂内を探検しながら、県議会の仕
組みや役割について学びます。
　右から動画にアクセスいただけます。お子さま
も楽しめる内容となっておりますので、夏休みに
ぜひ親子でご覧ください！

動画は
こちら
から▼

県議会プロモーション動画配信中！

ク
時
の
平
成
12
年
度
か

ら
97
・
５
％
減
少
し
て

お
り
、
訴
訟
に
は
高
い

抑
止
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
る
。
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今
定
例
会
で
は
、
わ
が
党
か
ら
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

に
関
わ
る
県
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
65
項
目
に
わ
た
り
質
疑
・
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
、
価
格
高
騰
が
続
く
な
か
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
新
成
人
へ
の
対
応
な

ど
、
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
わ
が
県
の
強
み
を
生
か
し
た
観
光
政
策
や
「
埼
玉
版
ス
ー

パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
と
推
進
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
わ
が
会
派
と
し
て
、「
埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ

く
り
条
例
」
と
「
埼
玉
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
２
つ

の
条
例
を
提
案
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
丁
寧
に
伺
う
と
と

も
に
、
県
政
向
上
の
た
め
に
積
極
的
な
提
案
を
行
う
こ
と
で
、
埼
玉
県
の
発
展

の
た
め
に
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

主 要 会 派 か ら　～６月定例会～

代
表
　
岡
　
重
夫

無
所
属
県
民
会
議

団
長
　
小
島
　
信
昭

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

6
月
2
日
、
3
日
に
北
部
・
東
部
で
発
生
し
た
降
ひ
ょ
う
は
、
昭
和
58
年
以

来
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
秋
山
も
え
議
員
の
一
般
質
問
で
、
知
事
は
農
業
共
済
が
十
分

被
害
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
、補
正
予
算
提
出
を
約
束
し
ま
し
た
。

異
常
な
猛
暑
か
ら
の
気
候
危
機
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
行
っ
て
い
な
い
の
は
本
県
含
め
あ
と
５
県
で
す
。
秋

山
議
員
の
宣
言
を
求
め
る
質
問
に
知
事
は
「
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
意
味
を
欠

く
」
と
答
え
、
年
度
末
以
降
に
宣
言
す
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。
同
議
員
は
、

性
犯
罪
被
害
者
の
支
援
の
た
め
に
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
（
性
暴
力
被
害
者
支
援
看
護
職
）

の
養
成
の
継
続
を
求
め
、
県
民
生
活
部
長
は
そ
の
必
要
性
を
認
め
ま
し
た
。

自
民
党
議
員
団
提
出
の
「
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
条
例
」

は
、
事
業
者
の
責
務
や
財
政
措
置
が
努
力
義
務
規
定
と
な
る
な
ど
不
十
分
で
す

が
、
当
事
者
の
深
刻
な
状
況
か
ら
緊
要
性
が
大
切
と
考
え
賛
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
県
政
に
届
け
る
た
め
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

団
長
　
柳
下
　
礼
子

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
会
議
員
団

詳しい放送スケジ
ュールは、随時ホ
ームページでお伝
えいたします。

放送予定日
主要会派代表者に聞く

常任委員会だより

主要会派代表者
インタビュー
全2回

各常任委員長
インタビュー
全2回

県議会に関するさまざまな情報を分かりやすく
紹介しています。
番組の最後にはプレゼントコーナーもありま
す。ぜひご覧ください！

①8月21日（日）
②8月28日（日）

①9月4日（日）
②9月11日（日）

日曜日
午前10時
から

「こんにちは県議会です」
県議会広報テレビ番組

団
長
　
西
山
　
淳
次

埼
玉
県
議
会
公
明
党
議
員
団

今
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
蒲
生
徳
明
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。
蒲
生
議
員
は

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
や
す
い
高
齢
者
施
設
の
検
査
に
つ
い
て
日
本
財
団
の
支

援
が
終
了
し
た
た
め
、
施
設
か
ら
県
の
支
援
を
要
望
す
る
声
が
多
い
が
ど
う
対

応
す
る
の
か
と
質
問
。
福
祉
部
長
は
今
後
も
高
齢
者
施
設
の
検
査
支
援
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
蒲
生
議
員
が
学
校
の
部
活
動

は
実
質
的
に
強
制
加
入
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
教
育
長

は
、
部
活
動
へ
の
加
入
は
あ
く
ま
で
任
意
で
あ
り
、
新
た
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
配
布
す
る
な
ど
幅
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
は
今
議
会
に
物
価
高
対
策
と
し
て
補
正
予
算
を
提
出
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
わ
が
党
が
要
望
し
て
い
た
、
食
材
の
値
上
が
り
に
よ

る
学
校
給
食
の
値
上
げ
を
防
ぐ
予
算
と
、
夏
休
み
中
に
子
ど
も
食
堂
な
ど
を
通

し
て
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
を
配
布
す
る
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
、
対
策
が
一
歩

進
ん
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
公
明
党
議
員
団
は
物
価
高
か
ら
県
民
生
活
を
守
る
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
6
月
２
日
、
３
日
に
県
北
部
・
県
東
部
で
発
生
し
た
降
ひ
ょ

う
被
害
に
対
す
る
補
正
予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
わ
が
会
派

が
大
野
知
事
に
要
望
し
た
降
ひ
ょ
う
被
害
に
遭
っ
た
農
家
に
対
す
る
支
援
の
上

乗
せ
と
範
囲
拡
大
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
全
会
一
致
で
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
物
価
高
騰
対
策
を
含
む
別
の
補
正
予
算
も
す
べ
て
の
議
案
が
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
井
上
航
議
員
が
教
員
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
返
還
補
助
制

度
の
導
入
を
、
岡
村
ゆ
り
子
議
員
が
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
へ
の
支
援
充
実
を
提

案
し
ま
し
た
。
ま
た
八
子
朋
弘
議
員
は
知
事
の
任
期
が
残
り
１
年
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
公
約
の
進
捗
状
況
を
大
野
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。

そ
し
て
自
民
党
県
議
団
が
提
案
し
た
埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会

づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
は
、
県
民
の
慎
重
意
見
が
圧
倒
的
に
多
い
事
を
重
視
し

て
わ
が
会
派
は
継
続
審
議
を
求
め
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
条
例
は
今
定
例
会
で
成
立
し
ま
し
た
が
、
わ
が
会
派
は
今
後
も

常
に
是
々
非
々
を
貫
き
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

代
表
　
田
並
　
尚
明

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
月
定
例
会
で
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
生
活
者
、
事

業
者
に
対
す
る
緊
急
支
援
な
ど
約
27
億
5
0
0
0
万
円
、
降
ひ
ょ
う
被
害
に
よ

る
農
作
物
の
回
復
や
次
期
作
な
ど
へ
の
支
援
お
よ
び
農
業
用
生
産
施
設
の
復
旧

へ
の
支
援
な
ど
約
８
億
7
4
5
0
万
円
の
補
正
予
算
を
含
む
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
条
例
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

関
連
の
条
例
）、
埼
玉
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
が
自
民
会

派
か
ら
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
会
派
と
し
て
も
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
問
題
で
し
た
の
で
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問
で
は
、
水
村
篤
弘
議
員
が
登
壇
し
「
物
価
高
対
策
」
や
「
今
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
を
は
じ
め
８
項
目
に
つ
い
て
質
問
や
提

案
を
行
い
、
大
野
知
事
や
各
部
の
部
長
と
建
設
的
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
や
物
価
高
騰
に
よ
る

不
安
を
払
拭
し
、
一
日
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
会
派
一
丸

と
な
り
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。
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この広報紙は、点字版とデイジー版（音声のみ）も発行しています。
ご希望の方は県議会事務局政策調査課広報担当（TEL.048-830-6257）にご連絡ください。

再生紙を使用しています。

　はがきに右記のようにご記入の上、9月2日（金）
（当日消印有効）までにお送りください。正解者の
中から抽選でプレゼントを差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代え
させていただきます。
　対象は、埼玉県内に在住・在勤・在学している方
のみとなります。

【個人情報の取り扱い】応募はがきは、抽選と
プレゼントの発送以外の目的には使用いたし
ません。

１.クイズの答え
２.郵便番号
３.住所
４.�通勤通学先の市町村
名（県外にお住まい
の方のみ）

５.氏名・年齢
６.希望するプレゼント
７.�埼玉県議会だよりに
関するご意見

県議会ホームペー
ジからもご応募い
ただけます。

▶

〇〇〇〇〇〇に当てはまる言葉は何でしょう。
県議会プロモーション動画では、○○○○○○
が県議会の仕組みや役割について学びます。

330-930163
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

Ｑ県議会
　クイズ

プレゼント
 図書カード １，０００円分 …20名様

…5名様

　埼玉県を代表するお土産を常時650種類以上販売しています。
　贈答品、引出物、記念品などにいかがですか？
　埼玉の旬の観光情報も発信しています。
〒330-8669　さいたま市大宮区桜木町1-7-5　
ソニックシティビル（２階）
10：00～18：00
定休日：日曜日・祝日（年末年始）
電話：048-647-4108

埼玉県物産観光館 そぴあ
モネ、シャガール、ピカソなどの海外の巨匠か
ら日本の現代作家まで、優れた美術作品をコレク
ションして展示しています。また、ユニークなテ
ーマを設けた企画展を随時開催しています。

埼玉県立近代美術館

    埼玉県立近代美術館 企画展
「シアトル→パリ　田中保とその時代」
ペア招待券（2枚1組）

第17回
入賞作品

夏の 

Twitter

A
B

〒330-0061　埼玉県さいたま市浦和区常盤9-30-1
開館時間　10：00～17：30（展示室への入場は17：00まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）
電話　048-824-0111 撮影：松本和幸

※企画展の会期は令和４年10月2日（日）までです。

埼玉県議会では、令和4年2月からTwitterに
よる情報発信を行っています。
この夏、素敵なプレゼントが当たるフォロー

キャンペーンを開催中！ぜひご参加ください。

埼玉県議会

するために働こうと考えていました。県議会議員
になれば大きな地元貢献ができると思い、出馬を
決めました。

座右の銘は何ですか？

中屋敷議長　まずは「不
ふ

撓
とう

不
ふ

屈
くつ

」です。人生にお
いて方向を変えなければならないとき、「負けな
い」という強い思いを持たないと実現できません。
また、「初

しょ

志
し

貫
かん

徹
てつ

」「一
いち

期
ご

一
いち

会
え

」も大切にしている
言葉です。「初志貫徹」は県議会議員選挙への立
候補を決めたときに、自分の決意を言葉にしたも
のです。「一期一会」は、私自身が多くの人に支
えられており、出会いの大切さを実感しておりま
す。
武内副議長　私は、己の考えに従い実行し胆力が
あった西郷隆盛を尊敬しており、そんな彼が好ん
だという「敬

けい

天
てん

愛
あい

人
じん

」を座右の銘にしています。
天を敬い人を愛するという意味です。お天道様に
恥じない正しいことをし、人を大事に思うことは
基本のことです。

中屋敷議長

中屋敷議長　直接のきっか
けは当時の鴻巣市長から要
請があったことですが、政
治家になる気持ちはいろい
ろな経験によって育まれま
した。
　例えば、青年会議所では、
まちづくりの意識を叩き込
まれ、理事長として各界の
方々と親交を結びました。

PTAでは、連合会長として人を育てることの重要
性を実感しました。
　また、市長選挙に関わり、政治への志を強く持
つようになりました。
武内副議長　あと2年で県職員として定年を迎え
るという時、前任の県議会議員の方から声を掛け
ていただいたことがきっかけです。
　そもそも退職後は人口減少が進む地元を活性化

政治家を志したきっかけを
お聞かせください。

武内副議長

今後の抱負をお聞かせください。

中屋敷議長　二元代表制の一翼を担う県議会が、
監視機能を十分に果たして、しっかりと効果を検
証するとともに、社会状況に即した政策を的確に
提言していくことは、県民の皆さまの負託を受け
た私たちの責務です。この責務を確実に果たし、議
会におけるペーパーレス化など議会改革について
も副議長とともにしっかり取り組んでまいります。
武内副議長　疲弊した埼玉経済の再生・成長やデ

ジタルトランスフォーメー
ションの推進など、さまざ
まな課題があります。
　県議会としても、議論の
活発化と活動の透明性の確
保を進め、県民の皆さまに
県政に対する理解と関心を
高めていただけるよう、議
長と共に全力で取り組んで
いきます。

を開催中！
フォローキャンペーン

8/31
水曜日まで 

応募
方法

①県議会公式ツイッター（@saitamakengikai）をフォロー
②フォローキャンペーンのツイートからクイズに挑戦
　正解だと思う方を「リツイート」か「いいね」
　で回答してくださいね！
　　　　　　　県議会公式Twitterはこちらから▶

ヒント
6面をよ～く読んでね！

【協力】埼玉県物産観光館そぴあ

埼玉県議会

フォト
コンテスト

第18回

入賞作品の中から、「埼玉県議会だより」の表紙
や県議会ホームページなどに使用する写真を選
ばせていただきます。

どなたでもご応募いただけます！
複数の応募も可能です！

・令和2年1月1日以降に撮影された未発表のもの
・�埼玉県内で撮影されたもの
・合成写真、組写真は不可
・カラー写真（セピアなどは不可）

応募の条件

一般写真
部門

埼玉県議会議長賞・・・・・・・・・・・・・２点（A・ B各１点）
埼玉県議会副議長賞 ・・・・・・・・・・２点（A・ B各１点）
入選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14点（A・ B各７点）

　募集チラシ裏面の応募用紙（コピー可）を作品の裏に
貼付して、下記送付先宛てに郵送していただくか、直接
お持ちください。
　募集チラシは、県議会事務局や各市町村などでお配
りしているほか、県議会ホームページからもダウンロ
ードできます。

※�上記以外のサイズ（サービス判など）は受け付けできません。
A4または四つ切り（ワイド可）

〒330-9301　さいたま市浦和区高砂3-15-1
埼玉県議会事務局　政策調査課　広報担当

　下記からメールアプリを起動し、メール本文に記載
された項目を入力して、応募作品を添付して送付して
ください。
※�県議会ホームページからもご応募できます。
※特別賞は30歳未満の方の作品が対象です。

携帯電話、スマートフォンで撮影された
2～5メガ程度の画像データ（JPEG）

モバイル
写真部門

ベストショット賞・・・・・・・・・・・・・２点（A・ B各１点）
入選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４点（A・ B各２点）
特別賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若干数

埼玉の「四季」テーマ
Ａ

埼玉の
「カワイイ」

テーマ
Ｂ

作品募集中！

応募締め切り

11/10
木曜日

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
賞

「
夏
空
の
中
、
綾
瀬
川
で
カ
ヌ
ー
」

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
賞

「
お
っ
と
っ
と
」

モ
バ
イ
ル

写
真
部
門

議
長
賞

「
大
満
足
な
笑
顔
」

議
長
賞

「
夕
陽
に
ス
ケ
ボ
ー
」

一
般
写
真

部
　
　
門

宛先：s-gikai@bz04.plala.or.jp
件名：県議会フォトコンテスト応募

モバイル写真部門応募フォーム ▶

埼玉の「四季」テーマ
Ａ

自由
（フリーテーマ）

テーマ
Ｂ

作　品
送付先

作　品
送付先

ホームページ
はコチラ▼

中屋敷慎一　　と武内政文　　　に聞く副議長議長
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